
令 和 ６ 年 ２ 月 ６ 日 

みどり３３推進担当部 

み ど り 政 策 課  

 

民有地における緑化助成制度の改正について 

 

１ 主旨 

  区では、昭和６２年に生垣緑化助成制度を創設し、以後、屋上・壁面緑化やシンボル

ツリー植栽など助成対象を拡大させながら、世田谷らしいみどり豊かな住環境の創出に

一定の成果を上げてきた。また、平成２１年には事業用等駐車場の緑化助成制度を創設

し、緑化されにくい駐車場に対しても、緑化に対する積極的な動機づけを行ってきた。 

  この度、民有地の緑化をより一層推進し、みどり３３の実現とみどりの質の更なる向

上に資するため、緑化助成制度の一部を改正する。 

 

２ これまでの経過 

 昭和６２年 ４月 生垣緑化助成制度を創設 

 平成１５年 ４月 屋上緑化・壁面緑化を助成対象に追加 

   ２１年 ４月 事業用等駐車場の緑化助成制度を創設 

   ２３年 ４月 シンボルツリー植栽を助成対象に追加 

 

３ 現行の緑化助成制度からの主な変更点（別紙参照） 

①  助成対象となる緑化施設の拡大 

②  助成金の交付を受けられる対象者の拡大 

③  生物多様性への配慮 

④  助成金額の見直し 

 

４ 周知方法 

 区ホームページ、エックス（旧ツイッター）、区のお知らせ 他 

 

５ 参考資料 

参考１ 接道部緑化・屋上緑化等の緑化助成制度パンフレット（現制度） 

参考２ 事業用等駐車場の緑化助成制度の案内チラシ（現制度） 

 

６ 今後のスケジュール（予定） 

令和６年 ３月    世田谷区接道部緑化及び屋上緑化等整備助成金交付要綱の改正 

世田谷区駐車場緑化の緑化造成助成金交付要綱の改正 

４月 １日 要綱の施行 及び 区民周知開始 
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 別紙  現行の緑化助成制度からの主な変更点 

 

（１）接道部緑化及び屋上緑化について 

① 助成対象となる緑化施設の拡大 

（生垣造成・植栽帯造成・シンボルツリー植栽） 

・ 従来は接道部から奥行５ｍまでが対象であるが、奥行６ｍまでを対象にする。 

・ 樹木や門柱を遮へい物の定義から外し、その奥の緑化も助成対象とする。また、塀

などの連続した遮へい物がある場合でも、その遮へい物の２倍以上の高さの樹木

を植栽する場合は、新たに助成対象とする。 

・ 植栽帯にシンボルツリーを植栽する場合、従来は植栽帯造成とシンボルツリー植

栽を重複して助成することはできないが、条件によりどちらも助成対象とする。 

・ 従来は、草木の植え替えは対象外だが、既存の植物が枯損している場合や病害虫

の著しい被害を受けている場合、倒木の危険性がある場合は対象とする。 

(屋上緑化・壁面緑化） 

・ 屋上緑化について、従来はプランター等の可動式植栽基盤でも１㎡以上の面積が

必要であったが、１㎡に満たない場合でも、100 リットル以上のプランターを２基

以上設置すれば助成対象とする。 

・ 植栽基盤等の設置については、一年草を植える場合でも助成対象とする。 

② 助成金の交付を受けられる対象者の拡大 

・ 土地、建物を所有していれば、賃貸を目的とした不動産業者等も対象とする。 

②  生物多様性への配慮 

・ 環境省の「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」に掲載

された外来種のうち一部について、助成の対象外とする規定を新たに設ける。 

④ 助成金額の見直し 

・ 近年の物価高を鑑み、助成単価の一部を引き上げる。 

（例）フェンス緑化：1 千円/ｍ→2 千円/ｍ 

  屋上緑化植栽基盤：20 千円/㎡（厚さ 15cm 以上）→30 千円㎡（可動式以外） 

シンボルツリー：（高さ 1.5m 以上 2.5ｍ未満）：12 千円/本→15 千円/本 

・ 生垣造成における単価の上限は、従来は延長１ｍあたりの単価であったが、改正

により樹木１本あたりの単価とする。なお、生垣造成とシンボルツリー植栽の助

成単価を統合し、高さ 0.6ｍ以上の樹木を対象とする。 

（例）低木：6 千円/ｍ→3 千円/本 

中木：12 千円/ｍ→樹高により 8 千円/本 又は 15 千円/本 

 

（２）駐車場緑化の緑化造成助成金交付要綱について 

接道部緑化及び屋上緑化等整備助成金交付要綱の改正内容と整合を図るため、助成

対象となる緑化施設の拡大（単木でも助成対象とする）、助成金額の見直し等を行う。    
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事業用等駐車場の緑化助成制度のご案内 
世田谷区では区制100周年を迎える2032(令和14)年にみどり率33％の実現を目指す 

『せたがやみどり33』の取り組みを進めています。 
身近なみどりの空間づくりに是非助成制度をご活用ください。 

 

１．対象駐車場  
建築物(駐車場を管理する簡易な建物は除く)の敷地に含まれていない区内の駐車場 

２．対象者  
対象駐車場の所有者または管理者（ただし、国、都及び他の地方公共団体を除く） 

３．助成内容  
助成対象︓下表の植栽等工事をこれから新しく行う場合の樹木等購入・植栽費、補助材購入・設置費、 

プランター等購入・設置費、植栽スペース造成に伴う舗装・ブロック塀等撤去費 

助成金額︓下表の通り。造成費用が下表金額以下になる場合は実費で、助成限度額は50万円 

※工事の着工前に現地確認及び助成に関する申請が必要です 
※一定規模以上の駐車場の設置は「世田谷区みどりの基本条例」に基づく「みどりの計画書」の届出が必要

です。この場合、「みどりの計画書」の届出及び緑化基準遵守が助成の要件となります 
 
●お問い合わせ先 

世田谷区 みどり３３推進担当部 みどり政策課 みどり保全・創出担当 
〒158-0094 世田谷区玉川1-20-1(二子玉川分庁舎)  
電話:03-6432-7902 FAX:03-6432-7989 

① 低木(樹高0.6～1.0ｍ未満)の
生垣

低木(樹高0.6～1.0m未満)を長さ１ｍ以上、
相互の葉が触れ合う程度に生垣状に植栽

1ｍ当たり 6,000円以内

② 中木(樹高1.0ｍ以上)の
生垣

中木(樹高1.0m以上)を長さ１ｍ以上、
相互の葉が触れ合う程度に生垣状に植栽

1ｍ当たり 12,000円以内

③ 竹(笹を除き、樹高1.5m以上)の
生垣

竹(笹を除き、樹高1.5m以上)を長さ１ｍ以上、
相互の葉が触れ合う程度に生垣状に植栽

1ｍ当たり 12,000円以内

④ 多年生つる性植物等の
フェンス緑化

フェンス等の支持材を用いて、支持材延長１ｍにつき
３本以上多年生つる性植物等を巻きつける

1ｍ当たり 1,000円以内

⑤ 高木(樹高4.0ｍ以上)の植栽 高木(樹高4.0ｍ以上)を植栽 1本当たり 24,000円以内

⑥ 樹木や多年草の面的植栽
(芝生を除く)

高さ0.3m以上の樹木を6本/㎡以上面的に植栽。
または高さ0.3m未満の樹木または多年草を16本/㎡以上
(ただし、リュウノヒゲ、タマリュウ、セダム類は36本/㎡以上)
面的に植栽

1㎡当たり 6,000円以内

⑦ 5分張り以上の芝張り 芝生を５分張り以上で植栽 1㎡当たり 1,500円以内

⑧ プランター等(100L以上)の
設置

容積が１基100L以上のプランター等を安定的に設置 1基当たり 6,000円以内

⑨ 舗装等の撤去 緑化を目的として既存の舗装や縁石等を撤去 1㎡当たり 3,000円以内

⑩ ブロック塀等の撤去 緑化を目的として既存のブロック塀等を撤去 1ｍ当たり 5,000円以内

助成単価助成内容
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